態で、 これが、 現代 亜米利加 文明の 弱点で ある。 この 

事実 は 日本に も そのまま 当 嵌る ので、 教 へる つもりの 

相手から 逆に、 教 へられなければ ならぬ とい ふやうな 

現象が、 今日、 到る ところ、 ざら に 見られる ので ある _ 

演劇に しても さう である。 当事者の 方で は、 近頃の 

見物 は 芝居が わからぬ から、 ちゃんとし たもの を 観せ 

て も 客が 来ない の だと 思って ゐ ると、 豈 計らん や、 劇 

場に 行かない 人々 のうちに、 却って、 当事者よりも 芝 

居の わかる 人が 沢山 ゐて、 そんな もの を やって ゐ るか 

ら 見に 行かない の だと、 蔭で 嗤 つて ゐ るので ある。 

結局、 大衆と いふ もの は 得体の 知れぬ ものと して、 



た 通り、 取材の 範囲、 思想 的 内容と その 盛り 方、 文体 

の 難易 等 いろいろの 条件が あると しても、 もともと、 

戯曲 は、 小説な どと 比較して、 観念の 密度 及び 深さが 

興味の 対象で はない から、 一定の 速度 を 以て 推移し 得 

る やう、 作者が 誘導 的な 叙述 を 用 ひて ゐる。 解った 上 

で 快感 を 味 ふの は 小説で あるが、 先づ 快感 を 与へ、 そ 

れに 従って 解ら せて 行く とい ふ 方法が 用意され てゐ る。 

且、 戯曲 はまた、 小説と 違 ひ、 常に、 演説の 如く、 一 

個の 群集に 呼びかけ、 若く は、 詩の 如く、 無数の 群集 

を 動かす やうに 書かれて ある (ァ ランの 散文 論に よる)。 

それ ゆ ゑ、 総ての 人に よって 認められた 原理 (常識と 



まで は 行かなくても) を先づ 持ち出さなければ ならな 

い。 これ だけで も、 戯曲 文学が、 普遍的で なければ な 

ら ない 証拠になる であらう。 してみ ると、 あと は、 興 

味の 持ち 方、 即ち、 快感の 種類と いふ 問題になる の だ 

が、 これ は、 戯曲 を 読む のと、 それが 舞台で 演ぜられ 

たの を 観る のと 余程 わけが 違 ひ、 才能の 優れた 俳優 は、 

如何なる 戯曲の 感情 を も、 一 般の 人の、 即ち 「大衆」 

の 感性に 想へ 得る 能力 を 示す ものである。 

結節 を 急げば、 現在、 各種の 劇場に 於いて 上演 せら 

れつつ ある 戯曲 は、 あらゆる 意味に 於て 大衆の 「要求」 

を満 して はゐ ない。 観劇の 欲望と、 余裕と、 必要と を 
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